
1.理念・目的

「計画達成のための方策」
学生に対しては、新入生及び各
学年のガイダンスにおける履修
説明等において周知を図る。ま
た教職員に対しては採用時のオ
リエンテーション等や学内
LAN、デスクネッツ等で周知を
図る。社会に対しては、ホーム
ページにおいて公表する。
「評価指標」
・新入生及び各学年のガイダン
スの参加者数、アンケートの実
施状況
・各部局毎のオリエンテーショ
ンの教職員参加者数、アンケー
トの実施状況
・ホームページにおける公表状
況

Ⅲ
【年度計画1】
学生に対しては、新入生及
び各学年のガイダンスにお
ける履修説明等において周
知を図る。また教職員に対
しては採用時のオリエン
テーション等や学内LAN、デ
スクネッツ等で周知を図
る。社会に対しては、ホー
ムページにおいて公表す
る。
「評価指標」
・新入生及び各学年のガイ
ダンスの参加者数、アン
ケートの実施状況
・各部局毎のオリエンテー
ションの教職員参加者数、
アンケートの実施状況
・ホームページにおける公
表状況

Ⅲ・学生に対する新入生及び各学年のガイダンスについては、各
キャンパス毎に以下のとおり、計画的に実施したところである。
・教職員に対するオリエンテーションについては、全学の新採用
オリエンテーションの実施のほか、各キャンパスにおいて、教職
員オリエンテーションを実施したところである。
・令和6年4月26日において、他のキャンパスの新入生と一堂に会
し、東京医療保健大学の学生としての自覚を持つ機会とする等の
目的により、「令和6年度新入生合同研修」を国立オリンピック
記念青少年総合センターを会場として、和歌山看護学部生も前泊
し、全学部一斉参加方式での開催となった。
当日は、田村理事長、亀山学長からの講話や学部混合でのグルー
プワークとしてのコミュニケーション研修や学友会の活動紹介な
ども含め有意義な研修会となった。
・各キャンパスには、デジタルサイネージを設置しており、学生
に関する各種情報のほか大学の校歌が流れるなど、建学の精神や
大学の理念の涵養等を図っている。
また、大学・学部・研究科等の理念・目的については、毎年度最
新の教育情報を大学HPに公開しているが、学生に建学の精神、教
育理念・目的等の理解がどこまで浸透できたかを把握するため
に、令和6年度卒業生アンケート調査に項目を追加しアンケート
を実施した。今後は調査結果を踏まえ、さらに必要な対策等を講
じる必要があるか検討を行う。

【計画1】(企画部)
大学・学部・研究科等の理念・
目的については、学則、履修案
内等に明記した上で構成員に対
し説明するとともに、本学の
ウェブサイト等を活用し、大学
構成員及び広く社会にも公表す
る。

第3期中期計画 令和7年度計画

【評価区分】Ⅳ：年度計画を達成している（達成率100％）Ⅲ：年度計画を概ね達成している（達成率80％以上）Ⅱ：年度計画を十分には達成できていない（達成率60％程度以上）Ⅰ：年度計画を達成できていない（達成率60％程度未満）

令和6年度実績 令和7年度計画達成状況 自己点検・評価委員会
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内部質保証推進会議

・学生に対する新入生及び各学年のガイダンスについては、キャ
ンパス毎に以下のとおり、計画的に実施したところである。
・教職員に対するオリエンテーションについては、全学の新採用
オリエンテーションの実施のほか、各キャンパスにおいて、教職
員オリエンテーションを実施したところである。
・令和7年4月21日において、東京医療保健大学の学生としての自
覚を持つ機会とする等の目的により、首都圏の各学部学生と和歌
山看護学部とテレビ会議を接続して、国立オリンピック記念青少
年総合センターにおいて「令和7年度新入生合同研修」を開催し
た。当日は、田村学園長、亀山学長からの講話やキャリアデザイ
ン講座、コミュニケーション講座や学友会の活動紹介なども含め
有意義な研修会となった。
・各キャンパスには、デジタルサイネージを設置しており、学生
に関する各種情報のほか大学の校歌が流れるなど、建学の精神や
大学の理念の涵養等を図っている。また、大学・学部・研究科等
の理念・目的については、毎年度最新の教育情報を大学HPに公開
しているが、学生に建学の精神、教育理念・目的等の理解がどこ
まで浸透できたかを把握するために、令和7年1月に実施した「令
和6年度卒業生アンケート調査」において、初めて「建学の精
神・教育理念・目的」に関する評価項目として、「豊かな人間性
と教養を備えることができ、不確実な社会に出ても対応できる
力」を身に付けることができたかとの問いに対して、学生686人
の回答のうち、「そう思う」、「ややそう思う」との回答は639
人(93%)と予想以上の回答率であった。ただし、認証評価結果と
して、「大学院の理念・目的については、医療保健学研究科と看
護学研究科の博士課程と修士課程の目的が共通であるため、課程
ごとに設定することが望まれる」と指摘を受けたことから、令和
8年度中に大学院学則の改正を行うこととする。
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第3期中期計画 令和7年度計画令和6年度実績 令和7年度計画達成状況 自己点検・評価委員会
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〇教職員オリエンテーション実施状況
・4月2日 五反田キャンパスにて実施
　　　　　五反田　世田谷　東が丘　立川　千葉 　合計
　参加者　 5　     1       6       6     2     20
・4月8日 五反田キャンパスにて実施
　参加者　五反田 1
・9月24日 五反田キャンパスにて実施
  参加者　千葉　1
・4月1日　7月1日　雄湊キャンパスにて実施
　参加者　5(4月)2(7月)
 
〇新入生合同研修実施状況(4月26日に実施)
　　　    医看　栄養　情報　東が丘　立川 千葉 和歌山　合計
　参加者　115   71    22     95     113   96   100   612/644
  (参加率:95.0%)

〇教職員オリエンテーション実施状況
・4月1日 五反田キャンパスにて実施
　　　　　五反田　世田谷　東が丘　立川　千葉 　合計
　参加者　 1　     3       2       0     0      6
・4月2日　雄湊キャンパスにて実施
　参加者　 1
 
〇新入生合同研修実施状況(4月21日に実施)
　　　    医看　栄養　情報　東が丘　立川 千葉 和歌山　合計
　参加者　143   80    14     108    129   117  107  698/747
  (参加率:93.4%)

〇学生ガイダンス実施状況(単位:人)　※( )は新入生数であり内数
【学部学生】
　   　医看　栄養　情報　東が丘　立川　千葉　和歌山　合計
  前期  (120) (80)  (30)  (102)  (115) (99) (100)    (646)
         460   232   154   456    456   447   404     2609
　後期   ―    ―   (26)  (102)    ―  (96)　(101)   (325)
         ―    ―    148   217     ―   442   401     1208
【大学院学生】
　　　　医療保健学　看護学　千葉看護学　和歌山看護学　合計
　前期  (36)        (44)    (7)         (8)           (95)
         36          78      17          16            147
　後期   ―          ―   　 ―　       (8)            (8)
         ―          ―　　  ―          17 　　　　 　 17
【専攻科学生】
        助産学　和歌山助産学　合計
　前期　 20      9   　　      29
　後期 　―      9              9

〇学生ガイダンス実施状況(単位:人)　※( )は新入生数であり内数
【学部学生】
　   　医看　栄養　情報　東が丘　立川　千葉　和歌山　合計
  前期  (153) (92)  (27)  (115)  (135) (117) (107)    (646)
         153   250   154   443    475   450   397     2609
　後期   (94) (92)   (27)  (113)   ―   (115) (107)    (325)
         265   250   154   213    ―    448   398     1208
【大学院学生】
　　　　医療保健学　看護学　千葉看護学　和歌山看護学　合計
　前期  (36)        (45)    (7)         (5)           (95)
         36          52      16           9            147
　後期   ―          ―   　(6) 　      (5)            (8)
         ―          ―　　  14           9 　　　　 　 17
【専攻科学生】
        助産学　和歌山助産学　合計
　前期　 20      10   　　      30
　後期 　―      10             10
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第3期中期計画 令和7年度計画令和6年度実績 令和7年度計画達成状況 自己点検・評価委員会
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【年度計画2】
学長直轄の「学長戦略本
部」を中心に、全学的な教
学マネジメントシステムを
構築するとともに、「教学
マネジメントチェックリス
ト」を運用し、「大学全体
レベル」、「学位プログラ
ムレベル」、「授業科目レ
ベル」毎に自己点検・評価
及び検証等を行いながら、
内部質保証システムのＰＤ
ＣＡサイクルを構築する。
「評価指標」
・「教学マネジメント
チェックリスト」の作成及
び活用した自己点検・評価
及び検証等の実施状況

Ⅳ
「計画達成のための方策」
学長直轄の「学長戦略本部」を
中心に、全学的な教学マネジメ
ントシステムを構築するととも
に、「教学マネジメントチェッ
クリスト(仮称)」を運用し、
「大学全体レベル」、「学位プ
ログラムレベル」、「授業科目
レベル」毎に自己点検・評価及
び検証等を行いながら、内部質
保証システムのPDCAサイクルを
構築する。
「評価指標」
・「教学マネジメントチェック
リスト(仮称)」の作成及び活用
した自己点検・評価及び検証等
の実施状況

・令和6年度「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセス
メントプラン」に係る点検・評価については、令和5年度の点
検・評価結果に基づき「学長が改善等が必要と判断した事項等」
について令和6年度中に点検・評価を実施済みである。
・令和7年度「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセス
メントプラン」に係る点検・評価については、令和7年12月3日開
催の「内部質保証推進会議」及び「大学経営会議」において、
「令和7年度における自己点検・評価報告書作成要領」により、
令和6年度は令和5年度の点検・評価結果に基づき「学長が改善等
が必要と判断した事項等」について点検・評価を実施したが、令
和7年度も引き続き当該事項についての点検評価等を実施するこ
ととして、各学部・学科、研究科、担当事務部等においては「点
検・評価報告書別紙様式1」について、全学教務委員会・全学
FD・SD委員会は「点検・評価報告書別紙様式2」について、それ
ぞれ点検・評価した上で令和8年3月末までに提出することとし
た。

【計画2】(学長戦略本部・企画
部)
教育の質保証の観点から、毎年
度定期的に自己点検・評価及び
検証を行い、その結果について
外部評価を実施し公表する。ま
た、学長直轄の「学長戦略本
部」を中心に、より適切なもの
となるよう外部評価結果等を踏
まえ、教育研究活動等の改善・
充実を図る。

Ⅳ・「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセスメントプラ
ン」に基づき、本学が定める3つのポリシーに基づいて教育課程
等が有効に機能しているか等を「大学全体レベル」、「学位プロ
グラムレベル」、「授業科目レベル」ごとに点検・評価を実施し
たが、そのうち、 「大学全体レベル」での結果を「令和5年度点
検・評価」として取りまとめ、「全学自己点検・評価委員会」で
検証し学長に報告した。さらに令和6年7月10日開催の「内部質保
証推進会議」では「全学自己点検・評価委員会」の点検・評価結
果を基に更に全学的見地から評価を行い、その後同日開催の「大
学経営会議」に報告し、速やかにウェブサイトにて公表を行っ
た。
・「令和5年度点検・評価」結果を取りまとめた後、学長からの
改善指示に基づき、各部局等の取り組みについて具体の改善策等
を「令和6年度教学マネジメントチェックリスト及びアセスメン
トプラン点検・評価報告書」として報告することとした結果、各
学科対応分については令和7年1月15日開催の「内部質保証推進会
議」にて、全学委員会対応分については令和7年2月19日開催の
「内部質保証推進会議」にて、それぞれ報告・承認された。これ
らの取り組みによりPDCAサイクルを機能させ、本学の内部質保証
システムの確立に努めた。
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